
平成３０年度 小牧原小学校 学校評価のまとめ
平成３１年２月６日

平成３０年１２月に、児童・保護者・教職員に学 小牧市立小牧原小学校長
校評価アンケートを実施しました。ご協力ありがと 坂 下 憲 司
うございました。調査のまとめをお知らせするとと
もに、今後の教育活動や指導に活用していきます。

保護者から学校へ

○ 毎日学校であったことを楽しそうに話してくれます。毎日がとても楽しそうで、
親としてうれしいです。

○ 子どもも担任の先生を慕っており、親も先生に悩みを相談しやすい関係を築く
ことができ、感謝しています。

○ 楽しく通学しており、安心しています。

○ 一人で下校することがあり、心配です。近くの友達と一緒に帰ってくるとよい
のですが。

○ 子どもにいろいろなことを任せるのはよいですが、任せっぱなしは心配です。

○ 図工で絵の具を使った日は、学校でパレットを洗って、持ち帰らせてほしいで
す。ティッシュで拭き取るだけでもいいので。（絵の具が固まり、家ではなかなか
きれいにとれないため）

児童アンケートから 保護者アンケートから
○ 学校が楽しい

○ 学校に気軽に相談できますか
全校で９１％の児童が、「学校が楽しい」「学校が少し楽しい」と回答しています。

楽しい理由を「友達がいるから」「みんながやさしくしてくれるから」など友達との 「気軽に相談できる」「おおむねできる」と回答した保護者は、８８％と昨年度か
関わりをあげる児童が多かったです。学び合いでのグループ学習やペア学習を通し ら大きく増えました。児童も「先生は相談にのってくれる」「少しのってくれる」と
て、友達と良好な関わりがもてる児童が増えてきました。「あまり楽しくない」と答 回答した児童が９０％を超えました。先生方が、保護者と共通理解のもと指導を進
えた児童の中には、友達関係で悩んでいる児童もいます。さらに注意深く見守って めていくことを心がけた成果だとして、良好な関係を持続していきたいと思います。
いきたいと思います。

○ 教育活動の伝え具合
○ 家庭学習が不十分

「学校は教育方針や教育活動を分かりやすく伝えているか」の問いに、「そう思う」
「家でもきちんと勉強していますか」という問いに、肯定的に回答した児童は、 「ややそう思う」という保護者の回答が、約8６％ありました。昨年度より少し増

３年続けて８０％を切りました。保護者からも「子どもは家で意欲的に学習してい えました。今後も、お便りやホームページで適宜学校の取り組みや児童の活動をお
る」という回答は２年連続６０％を割り込みました。家庭学習の習慣については、 ＊ 児童や保護者に 伝えしていきます。
なかなか定着していないようです。こつこつと学ぶ態度を育て、自ら成長するため よる評価のグラフ
に学習するよう、学校と家庭が連携して取り組む必要があります。 は、学校ホームペ ○ 思いやりのある言動ができているか

ージでご覧いただ
○ 係活動や当番活動について けますので、ご参 「できている」「おおむねできている」と回答した保護者は、８４％です。学年が

照ください。 上がるにしたがってその値は高くなり、６年生では、９４％の保護者が肯定的な回
２年連続で９５％の児童が、「きちんと行う」「だいたい行う」と回答しています。 答をしています。学校での道徳や人権教育、日常の指導の成果だと考えます。「人の

自分が任された仕事に責任をもって取り組もうとしている児童が多いです。 心の痛みのわかる児童」の育成に今後も努めていきます。

今後の課題、Ｑ＆Ａ
「原っ子が輝く（原輝）」学校づくりのため、今後ともご支援･ご協力をお願いします。以下、いくつかの質問にお答えします。
Ｑ１ 運動会の場所取りは、来年度も「くじびき」ですか？

→Ａ１ 今年度は、平日開催だったこともありスムーズに行うことができました。朝の混雑を防ぐためにも、今年度の反省をふまえ来年度も「くじびき」を予定して
います。

Ｑ２ 夏のサッカー大会が冬休みに延期して実施されました。来年度の部活動や行事についての見通しを教えてください。
→Ａ２ 今年度は記録的な暑さのため、運動場での部活練習を、ひかえたり、通学団プールを中止したりしました。天候や気象状況をふまえ、子ども達の健康・安全

を第一に考えて、計画を立てていきたいと考えています。
Ｑ３ 改元や社会情勢などにともなってどのような見通しを立てているか教えてください。
→Ａ３ 国民の休日等が制定されるため、日程や行事内容の変更も考慮して、来年度の年間行事予定を策定しています。また消費税が１０％に上がる場合も考えて、

予算計画を立てています。３１年度４月の予定は、３月はじめのHPで、５月以降の予定は４月のPTA総会で、お伝えします。

校訓

「深めよう考えを 鍛えよう身体を 育てよう豊かな心を」


